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◆ 表紙の写真 

 

 

 

 

◆ 報告対象期間   2005 年度 

   （2005 年4 月1 日～2006 年3月31 日） 

 

◆ 編集方針 

◇ 大学の教職員・学生、地域の皆様、これから信州大学に

入学をご希望される高校生など、幅広い層の方々に信州

大学の環境保全に対する姿勢をご理解いただけるような

活動報告にしました。 

◇ 本報告書は、持続発展可能な社会の実現に向けた信州大

学の環境保全活動について、皆様への説明責任を果たし、

さらなる活動の向上につながることを目的に発行してい

ます。 

◇ 今回が初めての環境報告書の発行になりますが、今後毎

年発行していきます。内容を充実させるとともに、信州

大学の活動を体系的にまとめ、理解しやすくなるように

心がけています。 

◇ 本報告書の冊子は作成しておりませんので、ご了承くだ

さい。 

 

◆ 参考にしているガイドライン 

・環境省「環境報告書ガイドライン（2003 年度版）」 

 

◆ 読者の皆様からのお問い合わせ先 

皆様の貴重なご意見・ご感想をいただき、今後の信州大学

の環境保全活動を充実させたいと考えております。下記ま

でご意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。 

 

〒390-8621 長野県松本市旭3-1-1 

     信州大学 広報・情報室 

電話：0263-37-3056 

e-mail：shinhp@jm.shinshu-u.ac.jp 

      ホームページ：http//www.shinshu-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

●表紙は信州大学大学院工学系研究科 葉梨啓子さんの作品です。「このようなお家があったらいいな」の思いを作品にして頂き

ました。葉梨さんはご両親への手紙にはこのような作品やイラストを同封しているとのことです。 

社会性報告 
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信州大学の紹介 

環境活動報告 



 1

学長挨拶 
 

                           国立大学法人信州大学長 小宮山 淳  

 

信州大学は、国立大学工学部として初めて国際環境規格

ISO14001 の認証を取得しました(2001.5.30)。これを契機に、「環

境マインドプロジェクト推進本部会議」が設置され (2004.9.30)、

“環境マインドをもつ人材の養成とエコキャンパスの構築”を目指

した全学的な活動が開始されました。さらに、教育学部でも、全国

教員養成系大学学部のうち学部単独で初の ISO14001 の認証取得

を果たしました(2005.12.27)。現在、環境保全に関わる問題意識の

全学的共有を目指し、工学部・教育学部以外の箕輪・常田・旭の各

キャンパスにおいても、学生が主体となって、環境 ISO 認証取得によるエコキャンパスづくりを精力的

に推し進めています。また、本年 3 月には「信州大学環境方針」を定め、本学における教育、研究、地

域貢献、国際交流などのあらゆる活動を通じ、地球環境の保全と改善に貢献することを宣言しました。 

 いまや、地球規模での急速な環境破壊が深刻化しています。地球温暖化やオゾン層の破壊、水や空気の

汚染、その他世界各地で多発している自然災害、森林破壊、異常気象など、その多くは近代以来の急激で

過剰な人間の産業活動に起因するとされています。人類の未来は、持続可能な循環・調和型の自然との共

生・共存を措いて他にありません。 

 アルプスを望む豊かな大自然に抱かれた信州大学は、広く県内全域に 8 学部を擁する総合大学です。

この恵まれたすばらしい自然環境をはぐくみ保全し、さらに豊かなものとして未来へつなげて行かなけれ

ばなりません。教訓を歴史に学び、希望を未来に託し、現実を直視しつつ、地域社会とともに環境問題の

解決に向けた不断の努力を重ねる所存です。 

この信州大学に源を発する環境マインドの一滴が、やがて清冽な大河となって人々の未来を豊かに潤す

よすがともなれば望外の喜びであります。 

 

 ２００６．６．１ 
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信州大学の概要 
 
 

◆ 信州大学の組織とキャンパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諏訪 
山地水環境教育 

研究センター 

旭キャンパス・桐キャンパス(松本市) 
事務局、健康安全センター、附属図書館、人文学部、経済学部、理学部、医学部、

医学部附属病院、大学院人文科学研究科、大学院経済・社会政策科学研究科経済・

社会政策科学専攻、大学院法曹法務研究科、大学院工学系研究科、大学院総合工学

系研究科、大学院医学研究科、国際交流センター、ヒト環境科学研究支援センター、

全学教育機構、山岳科学総合研究所、アドミッションセンター、産学官連携推進本

部、教育学部附属松本小・中学校・幼稚園

常田キャンパス(上田市) 
繊維学部、大学院工学系研究科、大学院総合工学系研

究科、ヒト環境科学研究支援センター生命科学分野遺

伝子実験部門サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラ

ボラトリー、高分子工業研究施設、附属農場、産学官

連携支援施設（AREC） 

若里キャンパス(長野市) 
工学部、大学院経済・社会政策科学研究科イノベーション・マネジメ

ント専攻、大学院工学系研究科、大学院総合工学系研究科、大学院総

合工学系研究科、総合情報処理センター、地域共同研究センター、カ

ーボン科学研究所、イノベーション研究・支援センター、環境マイン

ド育成センター、ｅラーニング教材開発センター、長野ものづくり支

援センター（UFO 長野）、ヒト環境科学研究支援センター若里分室 

南箕輪キャンパス(上伊那郡南箕輪村) 
農学部、大学院農学研究科、大学院総合工学系研究科、 

農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター 

志賀高原 
教育学部附属志賀 

自然教育研究施設 

西長野キャンパス・南堀キャンパス(長野市)
教育学部、大学院教育学研究科、教育学部附属教育実

践総合センター、教育学部附属長野小・中・養護学校

学長選考会議 

教育研究評議 経営協議会 

学   長 

拡大役員会 

部局（学部､大学院、附属図書館､病院、教育研究施設等） 

学 長 室 

監 事 

役員会 
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◆ 信州大学の沿革 
 

     信州大学は、１９４９年 5 月国立学校設置法に基づき、旧制の松本高等学校、長野師範学校、長野青年師範学校、松本医学

専門学校、松本医科大学、長野工業専門学校、長野県立農林専門学校及び上田繊維専門学校を包括し、文理学部、教育学部、

医学部、工学部、農学部、繊維学部から成る新制の国立総合大学として発足、その後、幾度かにわたり学部の拡充改組が行わ

れ、２００４年 4 月から、法人化により、国立大学法人信州大学が設置する国立大学となり、現在に至っています。 

 

 

 

 ◆ 学生・職員数 
 

  学部学生の入学定員は２,１００人、収容定員は８,２６６    

人であり、大学院研究科の入学定員は博士課程１２５人、修士課

程５３４人、専門職学位課程４０人、収容定員は１,５２５人です。

約２,２００人の教職員を擁する総合大学です。 
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信州大学環境方針 
   

   

信信信州州州大大大学学学環環環境境境方方方針針針                                       

 
 
 

 

 

基本理念 
  

かけがえのない地球環境を守り、人と自然が調和した、持続・循環型の、成熟した豊かな社会

をめざし、信州大学は、本学における教育・研究、地域貢献、国際交流など、あらゆる活動を通

じて、自然環境との調和と共生を図り、地球規模での環境保全・改善に貢献します。 

 
基本方針 
 
 信州大学は、この基本理念を実現するために、本学の教職員・学生ならびに本学にかかわるす

べての人々の協力のもと、以下の活動を推し進めます。 

 

1. 教育・研究活動を通じて、環境マインドを持った人材を育成します。さらに、その教育・研

究成果の普及啓発を図ることにより、広く社会一般の環境保全・改善に対する取組みに貢献

します。 

 

2. すべてのキャンパスにおいて環境マネジメントシステムを構築し、継続的改善を図ることに

より、エコキャンパスを実現し、環境負荷の低減と環境汚染の予防に努めます。 

 

3. 化学物質の安全管理、省エネルギー、省資源、リサイクル、グリーン購入等を含めた環境目

的及び環境目標を設定し、内部環境監査を行い、トップマネジメントのレビューを行います。 

 

4. 本学がかかわるすべての活動において、環境側面に関係して適用可能な法的要求事項及び本

学が同意するその他の要求事項を遵守するにとどまらず、自主的な環境保全・改善活動に努

めます。 

 

 

この基本方針は文書化し、本学の教職員・学生ならびに本学にかかわるすべての人々に

対して周知するとともに、一般の人にも公開します。 

 

 

2006 年 3 月 
信州大学長 小宮山 淳 
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環境への取り組みの歴史 
 

深刻な地球環境問題を解決するため、信州大学では次のようなプログラムで人材の養成に取り組んでいます。 

 

2005.12 教育学部 ISO14001 認証取得（全国教員養成系学部単独では初めて） 

2005..09 海外環境教育実地調査団派遣（米国、ドイツ） 

2004.07 特色ある大学教育支援プログラム（教育 GP）採択 

2004.05 工学部 ISO14001 認証更新 

2003.08 環境マネジメントインターシップ本格運用開始 

2002.04 大学院工学系研究科環境機能工学専攻設置 

2001.08 環境マネジメントインターシップの試運用開始 

2001.05 工学部 ISO14001 認証取得（国公立大学・大学院初） 

2001.04 工学部全学科を対象とした環境調和型技術者育成プログラムの検討に着手 

1999.10 工学部全学科を対象とした環境調和型技術者育成プログラムの運用を開始 

1998.04 工学部環境機能工学科設置 

 
 

環境負荷の全体像 
 

2005 年度に使用した電気・都市ガスなどのエネルギー、水、紙使用量および環境へ排出する CO2、廃棄

物、排水量等を集計しました． 

 

ＯＵＴＰＵＴＩＮＰＵＴ

エネルギー投入量

・電力　　40,045Mwh

・都市ガス　1,091.3km3

・ＬＰＧ　　　31.6km3

・液体燃料　4,917.9kl

水資源投入量

・上水道　650.1km3

紙資源投入量

・コピー用紙   71.35t

ＣＯ2　 37,978t-CO2

排水量　　607.6km3

一般廃棄物　434.67t

産業廃棄物　765.29t

再資源化量
49.9t



 6

環境活動のあゆみ 
 

◆ エコキャンパス構築 

 

信州大学では学生中心の手作りによるエコキャンパス構築

に向けて、日頃の環境保全活動とともに全キャンパスでの

ISO14001 の認証取得を推進しています。２００1 年に工

学部で認証取得をスタートして、教育学部、繊維学部、農学

部、松本旭キャンパスへと展開をしています。２００７年に

は全学のキャンパスで ISO14001 の認証取得が終了します。 

 
 

◆ 教育 GP 採択 
 

本学は、２００４年度文部科学省の特色ある大学教育支援

プログラム「特色 GP(Good Practice)」に採択されました。

取り組み名称は「環境マインドを持つ人材育成」です。この

取り組みが他の大学・短期大学等の参考になる優れた事例で

あることが評価されました。 

 

 
 
 
◆ 環境マインドをもつ人材の養成 
 

◆ 環境調和型技術者の育成プログラム 

本学では、環境調和型技術者の育成プログラムを通し深刻

な地球環境問題を解決するための人材の養成に取り組んでい

ます．化学薬品、実験廃液、生協食堂の排水、ゴミ、省エネ

など、キャンパス内の身近な環境を教材として、日々の地道

な実体験を通して育んでいます。 

 

◆ 環境マネジメントインターンシップ 

地域との連携を通じた人材の養成では、環境マネジメント

インターシップにより、学生が地域の内部環境監査に参加し

ています。環境負荷低減の社会的課題を強く意識し、内部監

査員の責任感と社会奉仕の意識をするようになっています。 

 

環境調和型技術者の育成プログラム

エコキャンパス

環境関連の基礎・専門科目

環境

マネジメント
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

環境マインド
をもつ人材

環境にやさしい社会の実現

専門科目

内部監査の実務教育

全学生対象の実践的環境教育

地域社会

ISO１４００１
認証取得
事業所が
教育の場

環境調和型技術者の育成プログラム

エコキャンパス

環境関連の基礎・専門科目

環境

マネジメント
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

環境マインド
をもつ人材

環境にやさしい社会の実現

専門科目

内部監査の実務教育

全学生対象の実践的環境教育

地域社会

ISO１４００１
認証取得
事業所が
教育の場

エコキャンパス

環境関連の基礎・専門科目

環境

マネジメント
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

環境マインド
をもつ人材

環境にやさしい社会の実現

専門科目

内部監査の実務教育

全学生対象の実践的環境教育

地域社会

ISO１４００１
認証取得
事業所が
教育の場

●信州大学の環境マインド教育 

●長野市排水施設の内部環境監査に参加 

環
境
マ
イ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
本
部
の
設
置

環境マインドプロジェクト推進本部

本部長（学長）

副本部長
（理事：工学部長，副学長：教学担当）

事務局長（工学部評議員）

本部員（全部局から選出）

事
務
局

工
学
部

教
育
学
部

繊
維
学
部

農
学
部

附
属
病
院

旭
キ
ャ
ン
パ
ス

全キャンパス ISO14001認証取得

教育ＧＰ

2004年9月

2001年5月
認証取得済

2005年12月
認証取得済

 
●環境マインドプロジェクト推進本部の組織 

2001年 工学部

2005年 教育学部

2006年 繊維学部・農学部

2007年 松本旭キャンパス全域

（医学部，付属病院，理学部，

経済学部，人文学部）

教育学部（長野市）

工学部

（長野市）

繊維学部

（上田市）

医学部
経済学部
理学部

人文学部
（松本市）

農学部（南箕輪村）

学生中心の手づくり

ISO14001認証取得

エコキャンパス構築

2001年 工学部

2005年 教育学部

2006年 繊維学部・農学部

2007年 松本旭キャンパス全域

（医学部，付属病院，理学部，

経済学部，人文学部）

教育学部（長野市）

工学部

（長野市）

繊維学部

（上田市）

医学部
経済学部
理学部

人文学部
（松本市）

農学部（南箕輪村）

学生中心の手づくり

ISO14001認証取得

エコキャンパス構築

●信州大学のＥＭＳ認証取得 
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◆ 地域一体の環境教育システム構築 

 

◆ 学生による地域環境保全活動推進 

環境マインドプロジェクトは、長野県環境保全協会や自治

体などと連携した学生の環境保全活動を支援しています。 

 

◆ 地域連携の環境教育プログラム推進 

地域の環境マインド育成にも貢献し、地域連携の環境プロ

グラムを推進しています。 

・環境マネジメントインターンシップ 

・環境保全プラン創生型カリキュラム 

・環境教育カリキュラムや開発した DVD 教材の地域への

公開 
 

◆ 環境マインドの育成効果 
   

信州大学では全学の教職員・学生を対象に、環境マインド

の育成効果をアンケートにより調査しています。2005年度

の調査では、キャンパスごと、学年ごとに全学生（約

12,000名）の環境マインドを把握することができまし

た。学生の回答者（回答率約36％：回答者数約4,400

名）の約93％が地球環境問題の深刻さを認識し、学生

の回答者の約52％がエコキャンパス構築に興味をもっ

ており、本取組の成果が現れはじめました。 

その他、化学物質・実験廃液の管理状態が向上し、学生は実

験前に環境汚染防止対策を確認（MSDSで確認)しています。 

 

◆ 内部環境監査と内部環境監査員の育成 

 

◆ キャンパスの内部環境監査 

各キャンパスにおける環境マネジメントシステムが有効に

運用されているかどうか、年 2 回の内部環境監査を実施して

います。内部環境監査の指摘を受けて、是正措置を実施し、

環境マネジメントプログラムの達成を図っています。 

 

◆ 内部環境監査員の育成 

信州大学で既に ISO14001 を認証取得した工学部・教育

学部を初めとして、これから認証取得を目指す他の学部など、

全キャンパスで内部環境監査員の育成に取り組んでいます。

2006 年 3 月末で、約 800 名が内部監査養成コースを修了

しました。2007 年度までに 1,000 名を養成する予定です。 

 

◆ 学生・教職員向け環境ガイダンスの実施 
 

 各キャンパスでは ISO14001 認証取得を目指して、教職

員や学生に対して、環境ガイダンスを実施しています。外部

講師や ISO 学生委員による講演を実施するともに、既に

ISO14001 を認証取得したキャンパスの学生委員との交流

を通じて、信州大学一丸となって認証取得を推進しています。 

 

   
●教授による学生実験指導の様子 

●学生が実験室を点検・指導 

●農学部における学生向け環境ガイダンス 
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地球温暖化防止 
 

◆ 省エネルギーへの取組 
 

２００３年「省エネ法」の改正により、今まで

製造業・鉱業・電気供給業・ガス供給業・熱供給

業の５業種に限定されていた第一種エネルギー管

理指定工場が全業種に拡大されました。第一種指

定工場とは、年間エネルギー使用量が燃料（熱）

の場合３,０００ＫＬ以上、電気の場合１,２００ｋ

ｗｈ以上使用する全業種が対象であり、信州大学

では、旭キャンパスが第一種エネルギー管理指定

工場の対象となります。このようなことから、２

００４年に省エネルギー推進ＷＧを発足し、エネ

ルギーの使用の合理化を適切かつ有効に実施する

ため、旭キャンパスを中心に西長野・若里・南堀・

常田・南箕輪各キャンパスにエネルギー管理責任

者を設置し、本学で消費されるすべてのエネルギ

ーを管理することとしました。さらに、「省エネ法」

に基づく管理標準を定め、管理方針・目標の設定・職員

の教育計画・教育の実施方法等を検討し、ポスター等に

より全学的啓発活動を展開しています。 

 

◆ エネルギーの消費と CＯ2 排出量 
 

図は、本学の電気・重油・都市ガスのエネルギー使用

量に対する CＯ2 排出量を表しています。エネルギー消費

量に比例して CＯ2 排出量も緩やかに増加傾向にありま

す。また、２００２年以降の校舎改修及び総合研究棟新

営に伴い、ＧＨＰ（ガスヒートポンプ）導入による都市ガス使用量の増加及び産学連携研究等の拡

充による実験機器等の電力使用量の増加が見られます。ＧＨＰの導入により蒸気暖房範囲の減少による重油使用量の削減及び電

気式空調機からＧＨＰへの移行による電力使用量が抑制されつつあります。 

 

◆ 太陽光発電の利用 
 

地球温暖化防止対策として、太陽光発電による自然のエネルギーの活用を

図り、CＯ2 の排出量を抑制することとしています。これらのことから環境教

育の生きた教材として活用するため、教育学部附属長野小・中学校及び附属

松本小・中学校にそれぞれ設置されています。その後、２００２年若里キャ

ンパスにおいて校舎改修、工学部 ISO14001 認証取得に伴い環境負荷削減

を考慮し太陽光発電設備が導入されました。しかし、イニシャルコスト及び

ランニングコストの面からその後の増設については見送り状態です。 
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●エネルギー管理組織図 

 

●冬用ポスター 
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●太陽光発電設備の推移 
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化学物質削減 
 
◆ 薬品について 
 

 信州大学では、環境に配慮する大学としてＩＳＯ１４００

１の取得に向け全学で取り組んでいます。学生実験及び研究

実験による化学物質の使用制限は、教育・研究の面から限度

があります。 

１９９９年特定化学物質の環境への排出量の把握等及び

管理の改善の促進に関する法律が制定され、その中にＰＲＴ

Ｒ制度とＭＳＤＳ制度があります。前者は、「対象化学物質

を一定量取り扱う事業者に対して、環境への排出量・移動量

を都道府県に届出する」制度で、後者は、「事業者が対象化

学物質の譲渡等行う際相手方に対して当該化学物質の性状

及び取扱に関する情報を提供する義務とする」制度です。本

学においては、取り扱う数量は極微量ですが、前者のＰＲＴ

Ｒ制度を遵守し、化学物質削減及び適正管理を行うため、全

学薬品管理システムを導入、活用し、化学物質による環境汚

染の防止に取り組んでいます。 

 ＰＲＴＲ（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管

理の改善の促進に関する法律）分類による本学所有状況 

（２００６．２．２８現在） 

  第１種 ３５４物質（群）１６８物質を所有 

第２種  ８１品目中   ４２品目を所有 

 

◆ 廃棄物削減 
 

 本学では、２００１年度に工学部がＩＳＯ１４００１認証

取得を始めとし、２００５年度教育学部がＩＳＯ１４００１

認証を取得しました。引き続き繊維学部、農学部、旭キャン

パスとＩＳＯ１４００１認証の取得に向け取り組んでいま

す。取組の中のひとつに廃棄物の削減があります。廃棄物削

減方法には、ゴ

ミの分別、紙の

使用制限、資源

物は資源物と

する等、様々な

手法が考えら

れます。その中

でもゴミは、分

別することにより資源となるものが多く、可燃物で廃棄する

ものはわずかなものに限られます。このようなことは、ＩＳ

Ｏ１４００１の取組の中で実感することができました。 

また、複写用紙の削減は廃棄物の削減に大きく寄与する部

分であります。今まで片面だけのコピーを両面コピーする。

あるいはミスコピー用紙の裏面を利用してＦＡＸ用紙に利

用する。また、紙を使用しない会議方式の導入や学生への通

知文書の電子化

（電子掲示板）

などコピー用紙

の削減を図り、

使い古した紙は、

可燃物で棄てる

のではなく、古

紙として資源と

します。 

特にペットボ

トルは、キャッ

プとラベルを取

り除いて容器を

軽く洗浄して出

せば、商品とし

て売ることがで

きるようになり

ました。 

このようなゴミの削減は、教職員・学生・生協等、キャン

パス一丸となって取り組んでいます。中でもＩＳＯ学生委員

会の活動は、周囲に大きな影響を与えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●構内に設置の分別用ゴミ箱 

●学生に情報を提供する電子掲示板 

●きれいに分別されたペットボトル 
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●ペットボトルの売り上げ実績 
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◆ 医療用廃棄物の徹底管理 
 

医学部附属病院においては他の学部と異なり、医療用

廃棄物（感染性廃棄物）が出ます。 

 医療用廃棄物は、より厳重な管理が必要であるため、

規程及び管理組織を整備し、廃棄手順の作成・徹底、排

出された廃棄物の焼却・滅菌など徹底した管理を行って

おります。 

 

 
 
 
 

 
 
グリーン調達 
 
◆ グリーン調達の考え方 

 

 信州大学のグリーン調達は、２０００年グリーン購入法の制定に基づき「調達方針」を定め、文具類を始めとして日常の事務

に使用する消耗品類・什器類・設備機器・学用車の調達及び役務・工事の資材・建設機械等に至るまで、可能な限り環境への負

荷を軽減するように周知・活動し、公表しています。 

 物品の購入に当たっては、エコマーク認定品を始め省電力かつ再生材料を多く使用している物を選択し、機器類についてはで

きる限り修理等を行い長期間の使用に努めるよう啓発しています。また、物品の納入業者、役務の提供業者、工事の請負業者等

に対して、本学の「調達方針」に準じたグリーン購入を推進するように働きかけると共に、業者の選定にはその規模に応じて環

境活動プログラム等により環境管理を行っているものを優先して考慮しています。 

     

調達方針に定めた品目 

紙類 ４品目、文具類 ７６品目、機器類 １０品目、ＯＡ機器類 １１品目、家電製品類 ４品目外 

詳細は信州大学ホームページ：http://jimuwww.shinshu-u.ac.jp/cyotatu/H17kan.htm 

 

●廃棄物管理組織 

針・メス・

アンプルビ

ン・プレパ

ラート等血

液の付着し

た鋭利なも

の

血液、体液

等が付着し

た鋭利でな

いもの

専用のポリ袋にて

排出

専用の容器をそ

のまま排出
一時保管場所 焼却施設

焼却施設のバグ

フィルター

バグフィルターより排出

された灰は専門業者によ

り処分される。

病院内で感染性廃棄物の分別管理

●医学部附属病院の感染性廃棄物のフロー 



 11

 環境保全技術 
 

◆ 環境負荷の小さなエネルギーの使用 
 

◇ 太陽光発電設備 

 太陽光発電設備の仕組みは、太陽の光が太陽電池モジュー

ルに当たると太陽電池モジュールでは、直流電気を作ります。

その電気は、直接家庭等で使用している電気には利用できな

いため、パワーコンディショナという装置で変換され日常私

たちが使用している電気として利用できるようになります。 

また、発電された電気は全て利用できない場合は、電力会

社に売ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ガスヒートポンプ（ＧＨＰ） 

ガスヒートポンプ式空調機(GHP)とは、都市ガス等を燃料

とし自動車と同じエンジンを駆動させ、圧縮機を動かし液体

を冷やしたり暖めたりして室内機に送る仕組です。ＧＨＰの

特徴は、エンジンで動かすことで電気式空調機（ＥＨＰ）に 

比べ電力消費量が少なく、契約電力の抑制につながります。 

 

 

 

また、ＥＨＰに比べ暖房能力に優れ、室温のムラが少ない 

インバータ効果があると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◇ エコタイルの利用  

 ２００２年若里キャンパス校舎改修工事を機に光触媒層を

表面に固着されたタイル（ハイドロテクトタイル）を外壁に

使用しています。このタイルの特徴は、セルフクリーニング

効果を発揮し外壁美観を長持ちさせると共に Nｏｘ浄化機能

を 備 え て お

り、その能力

は、ビル外壁

1,000 ㎡に

使 用 し た 場

合 ポ プ ラ の

木 ７ ０ 本 分

に 相 当 す る

大 気 を 浄 化

す る 能 力 と

い わ れ て い

ます。また、

再 生 材 を

60％使用し

たタイル（エ

コタイル）も

近年の改修

工事で使用

しています。 

 

 

●太陽光発電表示パネル 

●太陽光発電設備を設置した校舎 

●屋上に設置されたＧＨＰ屋外機群 

酸化チタン等

タイル

H

O

H

O

H

O

H

O

H

O

H

O

H

O

H

O

タイルに光が当たると、同時に２つの力を持つ。

光　　光　　光

活性酸素 親水基

タイル表面に活性酸素を生成し、

タイル表面に付着した有機物の汚

れ成分を分解する。

タイル表面に、水とのなじみが

非常によい親水基を生成し、分

解された有機物の汚れを押し上

げて洗い流す。

●ハイドロテクトのメカニズム（光触媒作用のはたらき）

分解力を持つはたらき 親水性を持つはたらき

O2 O2O2O2

 

●ハイドロテクトタイルを外壁面に使用した

若里総合研究棟 
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◇ 井水の利用 

本学の旭キャンパスは、女鳥羽川水系に位置し地下水の豊

富な場所であることから、１９６２年から井戸水を雑用水と

し利用してきた歴史があります。 

附属病院の再開発において、１９８８年中央機械室新営と

共に新たな井戸を掘り、飲料水として使用しています。 

その揚水量は毎年３０万ｔを超え、附属病院全建物及び医

学部の一部の建物に供給しています。また、その水量は１月

一般家庭が使用する約８００戸分に相当します。 

 

◇ 雨水の利用 

２００２年若里キャンパス総合研究棟新営を機に、常田キ

ャンパス及び旭キャンパス総合研究棟に雨水を貯蓄し、トイ

レ専用の水（中水）として利用しています。また、中水は、

降雨量等その年の天候に左右されるため、不足分は上水及び

井水を補給しています。 

 

◇ その他の設備 

（１）熱センサー付自動スイッチ 

このスイッチは、人が近づくと照明を点灯したり換気

扇を動かしたりするスイッチ（通称人感センサー）で、

近年、一般住宅でも防犯灯などに広く使用されるように

なってきています。特に、トイレ・階段・廊下等常時人

のいない場所に使用し、設定時間により自動的に消灯す

るため消し忘れ防止となります。 

（２）照度センサースイッチ 

   主に、事務室・講義室等居室に使用し、窓からの自然

光の明るさを検知して、照明の明るさを増減し、電気使

用量を抑制する働きがあります。このスイッチは、制御

システムが複雑なため一般家庭には適していません。 

（３）Ｈｆ照明器具 

   従来の照明器具からＨｆ照明器具にリニューアルする

事により、１台あたり約２９％もの消費電力の削減とな

ります。本学においても校舎改修あるいは部屋の模様替

え等の場合、Ｈｆ照明器具を採用しています。 

   また、上記の熱センサーや照度センサー等との組み合

わせた制御により、消費電力の抑制となり電力使用量の

削減となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2003 2004 2005

（千ｍ3）

飲用水 雑用水 合計

 

●井水使用量 

 

中 水 槽

雨

雨

雨

雨

ポンプ U P

高 置 水 槽

トイ レ

トイ レ

トイ レ

トイ レ

トイ レ

●中水系統図 

0

500

1000

1500

2000

2003 2004 2005

（ｍ3）

若里 常田 旭

●雨水使用量 



 13

環境教育・研究 

 
◆ 環境に関する授業 
 

 信州大学では環境に関する様々な授業を受けることができま

す。2006 年度からは環境教育をさらに充実させるため、全学

生向けのカリキュラムとして、「環境と人間」という科目群を新

たに設け、約４０にも及ぶ授業を開講する予定です。 

 ここでは全学生向けに開講された2005年度授業の一つを紹

介します。 

 

年度 2005 年度 

授業名 環境と技術 

担当教員 髙久 啓 教授 

授業概念 

科学技術と環境問題との繋がり、地球環

境問題の歴史と保護運動、地球温暖化、

ISO14001、各種環境問題への科学・

技術的アプローチについて学びます。 

授業情報（シラバス）検索のアドレス 

http://campus-2.shinshu-u.ac.jp/syllabus/syllabus.dll/top  

 

◆ 教育プログラム 
 

 信州大学では文部科学省が行う大学教育改革の支援・産学連

携の高度人材育成として、次の教育プログラムなどが2005 年

度に取り組まれています。 

・ 環境マインドをもつ人材の養成―環境調和型技術者の育成

プログラムを通してー（2004 年度～2007 年度） 

・ 信州大学発“学び”のビックバンプロジェクトー実績を基

盤とした教材の充実と国際化・ユニバーサルデザイン化ー

（2004 年度～200６年度） 

・ 「創業マインド」の継承による高度人材育成―The 

Prefecture is our Campus:地域特性「創業マインド」志

向の連携による高度人材育成プロジェクトー（2005 年度

～2009 年度） 

・ 「臨床の知」の実現―蓄積する体験と深化する省察による

実践的指導力の育成―（2005 年度～2006 年度） 

・ 家畜バイオ分野の国際産学協同人材育成―キャリアーパス

開拓に向けた英国企業との連携―（◎名古屋大学・東京大

学・三重大学・信州大学）・・・◎は協同申請の主たる担当

大学（2005 年度～2009 年度） 

 

◆ e-Learning（イーラーニング）  

 e-Learning とは、学生や教員の学習効果を高めたり、利便性

を向上させるために情報通信技術（コンピュータでのインター

ネットなど）を活用した学習システムの総称（通常の授業での

利用も含む）です。 

 

◇ e-ALPS（イーアルプス） 

（Advanced Learning Platform in Shinshu university） 

 e-ALPS では通常の授業と同様にインターネット上で学習で

きたり、学習資料の提示がされたりします（授業により利用で

きる内容が異なります）。 

 2005 年度は通常の授業の補完として、約 250 科目で利用

されています。 

e-ALPS のアドレス：http://elserver.shinshu-u.ac.jp/ 

 

◇ インターネット大学 

SUSI（Shinshu University、 School on the Internet） 

 インターネット大学は信州大学工学部情報工学科によって開

講されています。現在通学することが困難な方を対象として、

インターネット上で授業を受講し、卒業に必要な単位修得を可

能にしています。 

SUSI のアドレス：https://www.int-univ.com/SUSI/ 

 

◇ インターネット大学院 

SUGSI （ Shinshu University 、  Graduate School of 

Science and Technology on the Internet） 

 インターネット大学院は信州大学大学院工学系研究科情報工

学専攻が忙しい社会人の皆様にも、働きながら学んで頂ける環

境を提供しています。 

 この専攻が提供する多くの授業は、インターネット上でも受

講することができます。 

SUGSI のアドレス：http://cai.cs.shinshu-u.ac.jp/sugsi/ 
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◆ 自然環境にやさしいミニ水力発電実用化へ 
 

 無尽蔵にある

太陽光や風の力

をエネルギーに

変える研究は資

源の少ない日本

の将来を考える

と、今最も求め

られている大切

な研究といえま

す。信州大学ではこれ以外に、日本に眠る膨大な力を資源に変

える研究が進められています。それが工学部環境機能工学科の

池田敏彦教授を中心に進められている水車による水力発電です。 

日本の河川の秘める潜在的な発電量は、日本の電力をまかな

って余りあるもので、さらに、身近な街中の川で発電すること

で、エネルギー運搬のコストや運搬中のロスを抑えることがで

きます。また、ダムのような大規模な施設建設に伴う環境破壊

がありません。身近な河川で水車による環境にやさしいプチ発

電ができたらと、既に実証実験が各地で始まっています。 

 

◇ 水車の仕様 

  水車直径DR=500 

mm、長さLR=1,000 

mm、周囲にz=12 枚のブ

レードを配しています。ロ

ーラーチェーンにより水車

の回転を約４倍に増速し、

14 極の発電機を用いて発

電します。発電した電気は

インバータを介して

AC100V の電源として使

用します。 

 

◇ 実証実験の場所 

  と期間 

・場所 小諸市内松井          

川（ツルヤ本店横） 

・期間 ２００５年12 月

16 日（金）から１年間 

 ◆ 「愛・地球賞」を受賞 
 

 繊維学部応用生物科学科の中本信忠教授の「藻の繁殖に注目

した緩速ろ過技術」が、地球環境問題の解決や持続可能な社会

に役立つ100 件の地球環境技術の一つとして選定され、２００

５年9 月1 日に愛知万博協会から「愛・地球賞」を受賞しまし

た。受賞の理由

は、藻類と微生

物の役割に注目

し、緩速ろ過法

により、薬品を

使わずにおいし

い水を作るとい

う優れた技術が

高く評価された

ものです。 

 

◆ ２００４年度工学教育賞を受賞 
 

 工学部環境機能工学科の北澤君義教授が「工学的環境教育の

実践」で、２００５年９月９日社団法人日本工学教育協会の２

００４年度文部科学大臣賞を受賞しました。 

 この賞は、同協会の工学教

育のうち、工学教育の質的向

上に寄与する最も優秀な業

績に対して与えられるもの

です。北澤教授は、信州大学

工学部ＩＳＯ１４００１認

証取得とその後の維持改善

に一貫して携わり、エコキャ

ンパスを構築するとともに

「環境マインドを持つ人材

の育成」という実践的プログ

ラムを提案し、工学教育の質

的向上に大きく貢献するシ

ステムを工学部の教員と一

体となって構築しました。 

 

 

 

 

●設置箇所の例 

●水車の設置想定図 

 
●水車図面 

●浄水場で学生と藻の調査 

●受賞トロフィー 
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環境リスク対策 
 

◆ 実験排水の管理 
 

 信州大学では、特に理工系の学部において化学薬品を使用す

る実験・研究が多いため、実験排水に貯留槽を設けＰＨ計を設

置し排水のＰＨを厳しくチェックし公共下水に放流するシステ

ムとなっています。

長野県内でも各自

治体によって排水

の水質基準が異な

りますが、各キャ

ンパスとも毎月排

水水質検査を行い

排水水質基準値以

内での放流に心が

けています。 

 

◆ ＰＣＢ廃棄物の保管 
 

 本学では、ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）汚染物は特定の場

所を確保し、ＰＣＢが外部に漏れ出さないような構造で保管し

ています。汚染物の保管数量等は、毎年長野県に報告していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 実験廃液の管理 
 

 本学では、学生実験及び研究等で使用する化学物質はそのま

ま排水口に流すのではなく、実験廃液として専門の処理業者に

処理委託を行っている。実験廃液は、専用のポリ容器に入れ廃 

液の内容が分かるように排出者の氏名、研究室名及び濃度（Ｐ

Ｈ値）・成分等記載した伝票を貼り付け、実験廃液保管場所に保 

 

 

管します。保管場所内は、有機・無機・毒物劇物等成分により

１３分類に保管スペースを分けて、漏れだしても混ざらないよ

うにして保管しています。もちろん外部に漏洩しないように耐

薬品塗装により床面等を防水処理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ダイオキシンの管理 
 

 本学にはダイオキシン類対策地区別措置法に該当する焼却炉

が２基設置されています。医学部附属病院、ヒト環境科学研究

支援センター（動物実験部門）で稼働しています。この２基に

ついては毎年１回、排ガス・飛灰・焼却灰のダイオキシンの測

定を行い県知事に報告をしています。現在排出基準値を遵守し

焼却を行っています。 

 

◆ ２００５年度総合防災訓練の実施 
 

９月２日（金）に、松本市丸の内消防署の立会いのもと、旭

キャンパス（松本市）を基点とした信州大学総合防災訓練を実

施しました。当日は、天候に恵まれ、各職員は自衛消防団の業

務分担に従い、真剣な面持ちで避難訓練、災害対策本部の設置

訓練、消火訓練、全学による情報伝達訓練などを行いました。

特に、最近駅や空港など人が多く集まるような公共スペースへ

の設置が拡大している「ＡＥＤ（自動体外式除細動器）」の取り

扱いについては、

同消防署員の指

導により行われ、

訓練に参加した

多くの職員の注

目を集めました。 

 

 

●実験排水貯留槽ＰＨ計 

 

●ＰＣＢ汚染物保管状況 

 

●実験廃液保管庫 

●総合防災訓練の様子 
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環境 ISO 学生委員会の活動 
 

信州大学の5 つの各キャンパスには環境ISO 学生委員会が設置され、各キャンパスのエコキャンパス構築・発展の活動をリードしてい

ます。このうち、旭キャンパスを除く4 キャンパスの各学生委員会は、各キャンパスのISO14001 の環境管理体制上の正式組織であり、

学部環境委員会等へも代表が正式メンバーとして参加し、エコキャンパス構築・発展に貢献するとともに、独自の環境配慮活動を展開し

ています。（旭キャンパスは平成18 年度中に環境管理体制立ち上げの予定） 

２００６年 2 月 23 日、農学部キャンパスに5 キャンパスの環境 ISO 学生委員会が集合し、年次大会として活動発表を行うとともに、

信州大学環境ISO 学生委員会連合を結成しました。そして、２００６年6 月1 日と 2 日の両日、若里キャンパスにおいて環境ISO 学生

委員会全国大会2006（ECO CAMPUS 2006）を信州大学環境ISO 学生委員会連合と大学とともに主催することを、全会一致で決め

ました。 

  
◆ 工学部環境 ISO 学生委員会 
 

工学部の学生 60 名で構成されています。エコキャンパスカ

ード（環境方針カード）や手順書（ゴミ分別表）の制作、環境

ISO ガイダンス（学部生約 1,000 名の環境教育）、環境目的目

標としてのゴミ分別率向上活動の責任担当、内部監査員養成セ

ミナーへの参加と工学部内部監査への参加並びに長野市・コー 

 

 
 

プながの・企業の内部監査への参加、環境関連施設見学会開

催、信州環境フェア2005 はじめ各種環境関連イベントへの参

加、長野県環境保全協会佐久支部との地域連携活動、排水水質

向上研究（TOC などを用いてキャンパスの排水や地域河川等の

水質を研究）を推進しています。 

 

◆ 教育学部環境 ISO 学生委員会 
 

教育学部の学生 29 名で構成されている。信州環境フェア

2005 への参加、内部監査養成講座への参加と内部監査への千

曲市の内部監査参加、ゴミ分別率調査、環境教育用DVD  

教材制作、環境教育教材としてのミミズコンポスト製作を推進

し、 ISO14001 認証取得（２００５年12 月21 日）のエコ

キャンパス構築に貢献した。 

 
 
 

 

●信州大学環境ISO 学生委員会年次大会 ●環境配慮活動の発表に対する活発な質疑応答 

●工学部環境ISO 学生委員会の排水水質改善研究 
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◆ 農学部環境 ISO 学生委員会 
 

農学部の学生 34 名で構成されています。信州環境フェア

2005 への参加、内部監査員養成研修への参加と伊那市の内部

監査見学、間伐材を利用した掲示板の製作、落葉松祭（学部祭）

出展、生ゴミ堆肥化プロジェクト開始、ゴミ分別率調査開始、

ゴミ拾いイベント「IS オー ゴミ拾オー！！」を開催しました。

２００６年2月には信州大学環境ISO学生委員会全学年次大会

が農学部キャンパスで開催されました。 

 

◆ 繊維学部環境 ISO 学生委員会 
 

繊維学部の学生 54 名で構成されています。自発的かつ創造

的な活動により、キャンパスの環境マインドの向上、並びに持

続循環型社会の基礎となることを目的に環境活動を行っていま

す。信州環境フェア2005 への参加、内部監査員養成講座への

参加と上田市内部監査への参加、打ち水イベントの開催、綿花

プロジェクト、学部祭出展（綿花体験館）、キャンパス内へゴミ

箱を設置してゴミ分別プロジェクトをスタートさせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 人文学部環境 ISO 学生委員会 
 

人文学部の学生4名により２００６年2月に設置されました

旭キャンパス（松本）の環境 ISO 学生委員会です。DVD 教材

制作などの活動をスタートさせています。２００６年度中には

旭キャンパスの他学部と一体となり、旭キャンパスＩＳＯ学生

委員会へと発展していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●教育学部環境ISO 学生委員会の環境教育用 
ミミズコンポスト 

●農学部環境ISO 学生委員会の生ゴミ堆肥化 
プロジェクト研究（手づくりのコンポスタの温度測定） 

●綿花プロジェクト 
（キャンパスの生ゴミ堆肥で育成した綿花の収穫） 
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コミュニケーション・社会貢献 
 

信州大学は、信州の豊かな自然と文化の中で、優れた教育研究を達成することによって、自然環境の保全、人々の健康と福祉

の向上、産業の育成と活性化、新しい文化の創造など、大学に求められている社会的使命を果たすことを理念として掲げ、この

理念のもとに、教育、研究、地域貢献、国際交流の４分野について、基本目標を設定し、全学で取り組んでいます。 

 

◆ 地域連携に関する施策等                 

 

◆ 連携協定の締結 

◇ 地方自治体 ⇔ 大学 

   飯山市（２００４年  8 月）、長野市（２００４年  8 月） 

   塩尻市（２００４年10 月）、須坂市（２００４年12 月） 

   上田市（２００５年 3 月）、伊那市（２００５年 5 月） 

松本市（２００５年 6 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 地方自治体 ⇔ 学部 

  穂高町と人文学部（２００４年 5 月） 

◇ 企業 ⇔ 学部 

  オリオン機械株式会社と工学部（２００４年 5 月） 

  株式会社ミスズ工業と工学部 （２００４年11 月） 

  多摩川精機株式会社と工学部 （２００５年 7 月） 

  北信地区富士通グループと工学部（２００５年10 月） 

◇ 銀行 ⇔ 大学 

長野銀行（２００５年8 月） 

日本政策投資銀行（２００５年8 月） 

 

◆ 単位互換協定 
  

単位互換協定とは、協定締結されている機関内では他大学の

授業単位でも卒業に必要な単位として認められる制度です。 

◇ 長野県内７大学 

信州大学・諏訪東京理科大学・清泉女学院大学・長野県看

護大学・長野大学・松本歯科大学・松本大学 

 

◇ 長野市内高等教育機関 

信州大学・清泉女学院大学・清泉女学院短期大学・長野県短

期大学・長野女子短期大学・長野経済短期大学・長野工業高等

専門学校 

 

◆ 医学部における産学官連携の取組 

  
長野県に立地する唯一の医学部として、多く医師を養成し、

県内医療機関へ適正な数の医師を輩出している。さらに地域医

療機関との密接な連携の下、寄附講座を開設し、医学教育の向

上及び充実を図っています。 

 

◇ 現在設置している寄附講座 

  ・循環器病再生医学講座 ← 大塚製薬 

  ・医学教育・地域医療学講座 ← 長野県医療機関連携 

  ・泌尿器科学領域産学連携学講座 ← キッセイ薬品工業 

 

◆ 熟年体育大学 
  
熟年体育大学は、地域医療における重要な課題の一つとして

1997 年から松本市と連携し、実施しているプロジェクトであ

る。高齢化社会を迎え中高年を対象とした運動処方に基づく予

防医学の確立及び遺伝子的背景を考慮した個別健康指導の確立

を目的とした授業内容により、毎年数多くの中高年の方が受講

し、好評を博しています。 

 

●寄付講座開設記念講演（澤田長野県副知事） 

●連携協定調印式の様子 
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地域との交流 
 

◆ 生涯学習 
 

◇ 市民開放授業は、正規の授業を一般市民の方々が、学生と一緒

に受講する制度です。大学の授業を受講し、知識を得たいという地

域の生涯学習ニーズに応えるために、２００１年から実施していま

す。２００５年度は、６７３の科目の中から選択した科目を１１５

名が受講しまし

た。 

◇ 出前講座は、

市町村・公民

館・高等学校な

どの公共機関が

企画する講座に

教員が出向き、

講義・講演を行

う制度です。講

義内容は、「出前

講座題目」の中

から選択してい

ただき、講演は

無償です。２０

０５年度は１４

４講師、２１３

演題から８６の

出前講座を行い

ました。 

◇ 公開講座は、

一般市民の方々

等を対象に、講義・実習・フィールドワークなど、各学部が特色と

趣向を凝らして開講します。２００５年度は１０講座を行いました。 

 

◆ 放送公開講座 
  

２００５年度のテーマは「 ドク

ターはあなた ～すこやかな熟年

を目指して～ 」。２００６年１月

１４日～２月１８日の毎週土曜日

１６：３０～１７：００に全６回

を放映しました。最先端医療の教

育・研究から信州人の健康を科学 

し、医学、食品、運動の視点から、あらためて長寿県信州を見直し、 

 

最近の話題地域に密着したテーマをお茶の間に向けて発信してい

ます。 

 

 

◇ 医学部保健学科公開シンポジウムの実施 

 「わたしたちの望む最後を支える」2005．10．22（土） 

 「ハンセン病の過去・現在・未来」2005．11．26（土） 

 

◆ 地域住民との懇談会 

  

2005 年７月に信州大学旭キャンパスでキャンパス周辺の地域

住民の方々との懇談会が開かれ、本学の学生・教職員と地域の皆様

方との意見交換が行われました。今回で１０回目となる懇談会では、

町内会会長から寮生等が地域へ溶け込み、町会の行事や雪かきなど

に積極的に参加し貢献していることへの感謝の言葉をいただく一

方で、国政選挙等における学生の低投票率、ゴミをルールどおりに

分別しない学生等

について批判が出

されました。また、

学生代表から、

2005年１１月に

開催した大学祭

（銀嶺祭）につい

て、地域の皆様と

の交流を深めるた

めさまざまな企画

を用意しているの

で、ぜひ参加いた

だきたいとの案内

があり、町内会会

長からは励ましの

言葉をいただきま

した。 

●草木染め授業の様子 

●出前講座の様子 

 

 
●懇談会の様子 
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◆ 常念岳診療所 
 

1986 年夏に開設以

来、２０年間毎年夏山登

山シーズン限定でボラ

ンティアの医師・看護

婦・医学部山岳部学生が

常念小屋に常駐し、１シ

ーズンあたり100人以

上もの登山愛好家の診

療にあたっています。    

 

◆ 救命救急センターの開設 
  

附属病院に２００５年１０月１日新たに救命救急センターが開

設されました。救命救急センターを設置しているのは東日本地域の

国立大学病院としては信大病院が初めてとなります。 

また、県内に設置されている各救命救急センターと連携し、高度救

命救急医療を目指しています。 

 
 

                 

 

 

 

●救命救急センター       ●緊急手術の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 第三者評価 
 

２００４年信大病

院は、病院としての

機能を十分に果たす

ため、第三者評価（財

団法人 日本医療評

価機構による病院機

能評価）を受け、認

定されました。 

 

◆ 先端医療を地域の人々へ 
 

信州大学医学部附属病院は、従来から「遺伝子診療部」「子ども

のこころ診療部」、「移植外科」等の特色ある診療科を設置し、先端

医療を積極的に提供していますが、さらに２００５年４月には、「先

端心臓血管病センター」と「通院治療センター（がん総合医療セン

ター構想の一環）」を新たに設置し、それぞれ専門的な医療を地域

の方々へ提供しています。 

詳しくは信州大学医学部附属病院のホームページをご覧下さい。 

 http://wwwhp.md.shinshu-u.ac.jp/ 

 

◆ 糖尿病食バイキング 
  

糖尿病は、治療の一環として食事制限が一般的に行われているた

め、患者にとっては精神的苦痛となる一因となっています。 

 信州大学医学部附属病院では、糖尿病バイキングを実施し、患者

の食事療法に対する苦痛や食生活の向上を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●常念岳診療所 

  

●救命救急センターと地域病院の連携 

●認定証 

 

●糖尿病食の個別指導の様子 
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ボランティア活動 
 

◆ 学生のボランティア活動 
  

信州大学には学生がボ

ランティア活動を行う為

のサークルがあります。そ

の中の一つが学生ボラン

テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク

「Volnet(ボルネット)」で

す。2001 年 1 月に設立

され、現在は旭キャンパス

旭会館２階ボランティア

情報室を拠点に活動して

います。ボランティア活動

をしようとする学生に情

報提供や紹介、アドバイスなどを行っています。 

◇ 活動内容＜2005 年度＞ 

・中越地震ボランティア活動報告 

・SO ボランティア 

・ 大学祭（銀嶺祭）映画上映 

「107＋1～天国はつくるもの～」 

・写真展「動物達のレクイエム」展示 

・自転車盗難防止の啓発活動 

・松本養護学校でのクリスマス会 

・松本駅～松本城周辺のゴミ拾い 

VolnetのHPアドレス http://www.geocities.jp/volnetjp/ 

 

 

 

 

◆ SO (Special Olympics)への支援 
  

 信州大学は２００５SO 長野（２００５年スペシャルオリン

ピックス冬季世界大会）でのボランティア活動を事前研修など

の一定条件下で、単位として認める授業を開講しました。この

授業は、単にボランティア活動をしてみましたというだけでは

なく、そこから何

かを考え学び取る

ことが目標でした。

多くの学生がボラ

ンティアとして参

加しました。 

 SO とは、知的発達

障害のある人たち

に日常的なスポー

ツトレーニングと

成果発表の競技会

を提供し、社会参

加を応援する国際

的なスポーツ組織

です。２００５年

スペシャルオリン

ピックス（ＳＯ）

冬季世界大会への本学の協力に対する大会事務局からの謝意の

伝達及び公式記録書・記念品等が贈られました。 

 

◆ 大学の災害支援 
  

２００４年 10 月に新潟県中越地方で発生した「中越地震」

に対応すべく、信州大学として教職員・学生のボラティアを集

い、災害支援活動を実施

した。附属病院からは医

師、看護師、薬剤師、臨

床検査技師、事務職員に

よる災害支援チーム(８

班、７９名)を派遣し、

救援活動に参加しまし

た。   

●ボランティアのパンフレット 

 
●Volnet のスタッフ 

●ＳＯ事前研修会の様子 

●大会事務局から謝意の伝達 

●中越地震救援活動風景 
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働きやすい職場環境作り 
 
◆ 健康管理への取り組み 
 

日常の学生及び職員の診療及び健康管理等の相談業務は、旭キャ

ンパスにおいては健康安全センターの医師及び保健師で対応し、各

地キャンパスにおいては、各キャンパスの保健師及び健康安全セン

ターの内科医による月1回の巡回診療により対応しています。 

  また、健康診断の受診率については、職員の法令に基づく一般健

康診断受診者及び人間ドック受診者を合わせて、２００４年度は７

４.4％、２００５年度は 83％と受診率は増加しています。健康診

断実施後の事後処置として、有所見者には、同センターの医療スタ

ッフによる面談を実施するなど迅速なフォロー体制を執っていま

す。 

 
◆ メンタルヘルスへの取り組み 

 

職員及び学生のメンタルヘルス相談については、健康安全センタ

ー医師及び常勤カウンセラー、非常勤カウンセラーで対応していま

す。相談件数は年々増加傾向にあります。 

また、病気等の長期休職者の職場復帰については、職場復帰支援

プログラムを構築して、職員の職場復帰支援を行っています。 

 
◆ セクハラ・アカハラ等の防止への取り組み 
 

 学内にイコール・パートナーシップ委員会を設置し、各学部に男女

各２～3名の相談員を配置して、学生及び職員の各ハラスメントに関

する相談窓口となっています。このことについては、大学のホームペ

ージにも掲載して、大学構成員に対し広く周知しているところです。 

  また、相談員の研修会を実施することにより、相談員の能力アップ

を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 救急救命講習会への取り組み 
 

 教育学部では、緊急時の心肺蘇生及び止血等に対処できる教員を養

成するため、市消防局の協力の下に対処法の講習会を継続的に実施し

ています。２００５年度には、講習会を２回実施し、教職員及び学生

が計１７名受講しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆ AED の講習 
  

ＡＥＤとは、Ａutomated Ｅxternal Ｄefibrillator の略で日本名

「自動体外式除細動器」と言われ、突然の心停止に際して、電気ショ

ックを与え心臓を再び動かすための機器です。細動とは、心臓の心室

が小刻みに震え、全身に血液を送ることができなくなる心筋のけいれ

んと言われています。

ＡＥＤは、このけいれ

んを電気ショックに

より正常な状態に戻

す器械です。 

医学部附属病院は、

心肺停止者の救命率

向上のため、院内に

AEDを設置し、病院

職員の研修を行うと

ともに、一般の方々へ

の講習も行いました。 

 
 
 
 

●相談員研修会の様子 

 

●ＡＥＤ取扱の講習の様子 

●院内に設置されたＡＥＤ 

●附属病院職員のAED研修
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第三者意見 
 

このたび、初めて発行します『信州大学環境報告書２００６』について、第三者のお立場からのご意見をい

ただきました。信州大学では、このような地域の方などステークホルダー（利害関係にある人）の皆様の客観

的評価をもとに、今後の教育・研究などあらゆる活動の質的向上に積極的に取り組みます。 
 

 

松本市役所 

市民環境部 環境保全課 

ISO 推進・地球温暖化防止担当 

課長補佐 藤森 敏様 
 

「中世の大学は、パキエ（1529-1615。フランスの法学者）の古いす

ばらしい文句を使えば、『人びとで作られて』－いた。」 

（Ｃ.Ｈ.ハスキンズ「大学の起源」 社会思想社現代教養文庫） 

最近の大企業の環境報告書は専門の業者や部署で作成するので、読み応

えのあるものが多く総じて装丁もりっぱです。今回の信州大学の環境報告

書は大学の各部署の手作りだということですが、それはパーフォーマンス

よりプロセスを重視した環境報告書ということになるでしょう。そして、それは大学の原点からみればまさに

大学にふさわしい環境報告書だということができるでしょう。 
  

信州大学が環境ＩＳＯ取得によるエコキャンパスづくりを進め、環境マインドをもつ人材の育成をめざすと

いうのは、総合大学にふさわしい取り組みといえるでしょう。なぜなら、環境に関する問題こそ自然科学、社

会科学の分野を超えた学際的研究が必要な領域であり、地球温暖化のような国境を越えた（transnational）問

題として取り組む必要がある問題でもあるからです。 

 21 世紀のわが国が環境問題の先進国になるためには大学、市民と行政がより具体的な取り組みをする必要が

ありますが、環境マインドを持った信州大学の研究者や卒業生が、その中でキーパーソンとなることが期待さ

れています。 

 

 

 

◆ ご意見をいただいて 
 

ここに『信州大学環境報告書２００６』を発行するにあたり、藤森様よ

り第三者意見を頂戴いたしました。ご専門のお立場から、「パフォーマンス

よりプロセスを重視した環境報告書」、「環境マインドをもった信州大学の

研究生や卒業生が、キーパーソンとなることが期待される。」など貴重なご

意見を賜りました。 

ご指摘いただいた点を真摯に受け止め、自然と調和した教育・研究シス

テムの構築を図り、環境負荷低減・循環型社会の実現に向け、信州大学な

らではの活動を全学的に推進していきます。 

今後とも、よりわかりやすい報告書の作成を心がけ、ひきつづき本学の

情報開示・説明責任の適正な履行に努める所存です。 

 

 

●信州大学長 小宮山 淳 
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信州大学環境報告書２００６は次の部署の協力により作成しました。 

・ 環境マインドプロジェクト推進本部 

・ 小幡（広）、金井（総）、上條（施）、神森（学）、唐澤（財）、小林（全）、下原（総）、高城（病）、 

竹下（財）、武田（総）、龍野（学）、徳武（研）、中山（病）、藤木（総）、保坂（財）、丸山（財）、宮入（環）

村井（総）、山本（医）、渡部（財） 

 

※（全）全学教育機構、（環）環境マインド育成センター、（広）広報・情報室、（総）総務部、 

（研）研究推進部、（学）学生部、（財）財務部、（施）環境施設部、（医）医学部、（病）附属病院 

 


